
くじらっこの「一生懸命」に大きな拍手を！

学校教育目標 “明るく かしこく たくましく”

南 港
男鹿市立船川第一小学校
（TEL ２４－３２３１）
学校報 第９号

令和２年１２月２４日発行
文責 渡邊一幸

１月の主な行事予定

１日（金）元日
８日（金）市郡児童生徒書き初め展

作品展示（午後～15日）
ハートピア

１３日（水）通学路点検、冬休み最終日
１４日（木）冬休み後集会、くじらっこ

＃146ラボ（今年度最終）
１５日（金）全校テスト①

１８日（月）全校テスト②、ＡＬＴ

２０日（水）職員会議・全体研究会

２２日（金）６年校外学習

２５日（月）ＡＬＴ

２８日（木）学校納金日

２９日（金）ウォークラリー・ゲーム集

会、学校運営協議会④

12月12日（土）に学習発表会を開催いたしました。コロナの感染予防のため、例年どおり

とはいかず、ご不便をおかけしましたが、たくさんの方にご来場いただきました。保護者の

皆様の参観マナーもすばらしく、子どもたちも気持ちよく発表できました。また、消毒のた

めの退出時には、寒いところでお待ちいただき申し訳ありませんでした。改めて感謝申し上

げます。

さて、子どもたちの発表はいかがだったでしょうか。お客さんを前に緊張する中でも堂々

とした発表、精一杯の演技やダンス、どの子どもも「一生懸命」取り組みました。また、発

表前日まで、休み時間も自主的に練習している子どもの姿に「結果よりも過程を重視する」

学習発表会ならではの教育効果を感じました。くじらっこが「一生懸命」に取り組む姿は、

本当にカッコよく、それは見ている人の心を動かし、応援したくなるものでした。

くじらっこの「一生懸命」に大きな拍手を送りたいと思います。

おかげさまで、子どもの成長を大きく促す学校行事等は、どうにかやり遂げることができ

ています。コロナ禍ではありましたが、学校行事等を中止にせず、できることをできる範囲

で安全に、みんなで協力して行ったことにより「知恵を絞れば乗り越えられる」ということ

を子どもに示すことができたと思います。

子どもたちには、たくさんの人の関わりや支援により、様々な体験ができたことに感謝す

る気持ちと、周りと協力して困難に立ち向かう勇気を大切にして、これからも、たくましく

成長していく姿を見せてほしいと思います。

新型コロナ対策 ～質の向上～

全国的な第３波の到来に応じて、本校でもこ
れまでの取組をバージョンアップしています。
12月からは新たな取組も実施しました。

☆自分で判断し、予防行動ができるように！

①校内の消毒作業を体験することにより、
感染症対策を自分事として捉え、感染症
の予防意識を高める。
→掃除の時間に掃除当番が消毒する。
（３年生以上実施）

→家庭用洗剤を布巾やペーパータオルに
吹き付けて、ドアノブ、スイッチ、手
すりなどを拭く。（文部科学省は、子
どもの消毒作業を認めています。）

②子どもが自身の日常的な感染症予防の取
組を再点検し、改善する。
→習慣化している検温、手洗い・手指消
毒、うがい、マスクの着用等を振り返
り、自らの行動をよりよくする。

→万が一、感染者が出た場合には、感染
者への誹謗中傷や差別がないように、
思いやりの気持ちを確認する。

（お願い）
ご家庭において、家族又は子どものコロナ感

染が判明した場合は、クラスター未然防止のた
めにも、速やかに学校に連絡願います。

赤い羽根共同募金

おかげさまで、男鹿市共同募金委員会へ
１９，２９８円を寄付することができまし
た。ご協力ありがとうございました。


